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社会民主党岡山県連合
代表 宮田 好夫

「存立危機事態」発言について(抗議)

高市首相は 11月 7日 、衆院予算委員
会において中国による 「台湾進攻」をめ
ぐり、集団的自衛権を行使できる 「存立

危機事態になりうる」と発言をした。こ
のような特定の国を名指した発言は、い

たずらに隣国との緊張感をあおり、 「平
和外交」の否定に通じるだけでなく、
「戦争放乗 ・戦力不保持 ・交戦権の否
認」を明記した憲法 9条 に反するもので、
到底許されるものではない。

社民党岡山県連合は、高市音相発言の撤

回を求めるとともに、強く抗議する。

以 上

監報で  じ 議過問危ま高
視
Lあ
こ意
Lで
題機 つ市

社 11ろこをのきに事た自

舎る 二ぼ罠雰薇雪
智
菖雰

と付ス
｀
党伝発て発市維

題 ¬パ高本え言い言首新

菖条話関卍罰 t暴 喬据霊

存議
一立員
連危定
の機数
騒事削
動態滅
の
正
体

高
市
自
維
連
立
政
権

の
合
意

事
項
に

「
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ス

政
策
」

が
あ
る
。

情
報
関
連

の

収
集

・
分
析
強
化
、

言
葉
を
借

り
れ
ば
毎

日
新
間

の
特
集

（
９

／
８
付
）
、

「
治
安
維
持
法

の

再
来
」

と
も
い
わ
れ
る

「
ス
パ

イ
防
止
法
」

の
法
制
化
だ
。

こ

の
法
は
、

単
に
外
国

の
ス
パ
イ

活
動
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

む

し
ろ
国
民
の
自
由
や
言
論
を
抑

圧
し
、

監
視
社
会
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

「
戦
争
を

前
提
に
世
界
を
敵
と
味
力
に
分

け
る
危
険
な
法
律
」

と
指
摘
す

る
。維

新
は
、

ア
メ
リ
カ

の
Ｃ
Ｉ

Ａ

（
中
央
情
報
局
）

の
よ
う
な

機
関
を

つ
く
る
、

ま
た
経
済
安

保

の
強
化
を
言
い
、

国
民
民
主

党
も
熱
ｂ
な
推
進
論
だ
。

参
政

党
に
至
っ
て
は

「
公
務
員
で
極

端
な
人
に
は
辞
め

て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
が

ス
パ

イ
防
止
法
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。

振

り
返

つ
て
見
れ
ば

戦
争

の
水
先
案
内
人

実
際
に
ス
パ
イ
防
止
法
が
導

入
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

え

ん
罪
事
件

の
大
川
原
化

工
機
事

件
で
は
、

警
察
が

証
拠
を
ね

つ

造

し
た
が
、

秘
密
法

の
強
化

で
　
　

社
民
党

の
福
島
党
首
は
、

ス

弁
護
が
難
し
く
な
る
。

イ
ラ
ク

　

パ
イ
防
止
法

の
先
は
戦
争
し
か

戦
争

の
き
っ
か
け
も
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
　

な

い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、

反

（
な
い
も

の
を
あ
る
、

と
し
た
）

対

の
声
を
大
き
く
広
げ

よ
う
」

関
与
が
言
わ
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
と
呼
び
か
け
た
。

‘
ど
，
ナ，
“ｕ
，
よ
▼
革～
志
Ｆ
Ｊ
ぢ
・準
ど
ネ４
一は
と
，
一
五）凛
よ
玖
革
ｒ
一
志
ど
ギ
Ｆ
ふ子
こ
ド
ｒ
承
せ
浮
一ホ
ｒ
ご
〓
いＦ」！一！十
一一“■
≡；ヤ
≡≡
一一す【
一

剛中櫛離翔牌嫁隅鋤幡強
報麟的軸磯ば雇醐潮剛筆購

に
あ
り
ま
す
。

社

民
党
が

そ

の

反
撃

の

一
翼
を
担
う
べ
く
、

ま

さ
に
決
起
す
べ
き

こ
の
周
面
で

新
垣
議
員

の
離
党
は
大
き
な
痛

手
で
す
が
、

こ
れ
に
屈
す
る
こ

と
な
く
引
き
続
き
党

の
存
亡
を

か
け

て
党

の
再
建
に
全
力
を
あ

げ

る
決
意

で
す
。

社
会
民
主
党
岡
山
県
連
含

２
０
２
５
年

‐１
月
２。

日

＾わ
〔
キ
岬

「 フ ゃ
「
中
期

〕
中
た ‐ ッ
〕
却

ン
プ
大
統
領
に
対

し
て
、

高
市
総

理
は
、

『
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
推

薦

し
た

い
』

と
言

っ
た
そ
う
で
す

が
、

本
気
な

の
か
と

の
け
ぞ
っ
た
」

（
―
女
の
し
ん
ぶ
ん
　
お
か
や
ま
「
′ム円
）
▼

平
和
賞
選
者
は
、

ノ
ル
ウ
エ
ー

の

国
会
が
指
名
す
る
委
員
５
人
と
書

記
「
人
で
構
成
す
る
ノ
ル
ウ
エ
ー

ノ
ー

ベ
ル
委
員
会
が

行
う
。

各
国

に
推
薦
状

（
非

公
表
）

を
送
り
、

推
薦
さ
れ
た
候
補
者
よ
り
選
ば

れ

る

（
ウ
イ
キ
ど

ア
イ
ア
）
▼
他
国

へ
〔

攻
撃
に
関
す
る
国
際
法
は
、

国
連

憲
章
第

２
条

４
項
に
明
記
さ
れ

て

お
り
、

武
力

の
行
使
は
原
則
、

禁

止
さ
れ

て
い
る

▼
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

（
国
際
原
子
力
機
ロ

に
加
盟
、

査
察
を
受
け

て
き
た
イ

ラ
ン
核
施
設
を
特
殊
爆
弾

で
先
制

攻
撃
、

今
や
公
然

の
秘
密

で
あ
る

核
保
有
国
イ
ス
ラ

エ
ル
の
戦
争
に

加
担
し
て
い
る
。

国
際
信
義
も
何

も
あ
っ
た
も

の
で
は
な

い
。

さ
ら

に
は
、

新
た
に
核
実
験
を
指
示
、

「
使
え
る
核
」

を
目
指
す
ト
ラ
ン

プ

大
統
領

の
ど

こ
が

「
ノ
ー

ベ
ル

平
和
賞
」

な

の
か

▼
戦
後
８
０
年
、

日
本

の
平
和
を
買
い
た
平
和
憲
法

こ
そ

「
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
」

が

ふ

さ
わ
し
い
。
　

　

　

　

　

（
の
）

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐２
月

９

日

（
第

２

火
）

１

７
臨

辰

巳

「
時

事

問

題

懇

話
会
」

セ
月
２６
国

（
最
終
金
）
中
止

※
い
す
れ
も
辰
巳
事
務
所
で

十 ず 者 再彗覗書墾選署屋譲学皆
!市示が季菌れるが義 しヽき
政 し あ 事 連 ま な ら 員 ま ん
権 の り 長 合 し し 全 に す に
が 判 議 会 常 た

L国
つ が ご

発 断 論 議 任
°
の 連 い

｀
b

足 を の で 幹 11上 含 て 新 配
し し 上 は 事 月 申 宛 は 垣 を｀
ま
｀ ｀
会19書 に

｀
邦 お

軍 し 離 経 及 日 が ¬ 沖 男 か
拡 た 党 過 ぴ の 提 離 縄 衆 け

党県連合活動日誌
11/2 さ よなら原発岡山・総会・学習会
11/4 市 民読者会
11/12党 定例街宣さんすて・中止

11/13市 民と立憲野党の打合せ
11/15 11月 常任幹事会
11/19党 全国幹事長会議・zoom(武本)
11/22市 民と立憲野党の合同宣伝
11/24平 和推進協・連委(武本)
11/26金 岡」山公演 ハレノワ

月可θttθ yθ 移脅杉4と

写真上:11/2さよなら原発岡山

総会・学習会
写真下11/22合同宣伝

社民党訴え・裏面参照

2025北海道口ながきり昆布

ご好評いただき、おかげさ

まで予定数を追加し,残僅

ありがとうございました。

市民と立憲野党合同宣伝  ‖ 年会費1000円 オンライン申し込み

12/27(土)16:00マツキヨ前 ‖社民党サポーター募集中

httpst//sdp orjp/sdp―supporter/

12/10(水)17:30～さんすて前
12/24(水)17:30～マツキヨ前

社民党定例街宣

2025年
"流
行語大賞

"?

ノミネートを見るとネット文
化の反映か、シエアには縁遠
い。社会の動反映し、関bは
必要


